
第１部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１　公共交通に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 現状
・MaaS（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ａｓ　ａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）では伝わりにくいと考えるため、分かりやすい言葉で対
応する必要があるのではないか。

・現状のMaaSの記載の前に「複数の移動手段を一つのサービスとして繋ぐ」を追
記。
・Maasの説明文を追記し、定着を図っていきたい。

2⃣ 現状
・まちと連動して交通を育んでいくような連想できるよう、交通とまちとの連動性のようなもの
を記載してほしい。

・現状に「…交通と連携したまちづくり」を追記。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・アリーナ周辺の道路事情なども不安なところが多く、イベント等があった場合、渋滞が発生
することが考えられます。そのためにも、少し遠方の駐車場からふくチャリ等の整備をしていっ
てはどうか。

・アリーナ周辺道路の渋滞対策については、東公園・アリーナ周辺環境整備事業
（都市整備課）の中で対応を検討していく。

2
・ライドシェアと記載すると海外のスタイルを想起する可能性があるため、「日本版」や「公
共」ライドシェアといった記載としてはどうか。

・ライドシェアには様々な運用形態があり、施策では「ライドシェア」として幅広く検討
していきたい。
・「日本版ライドシェア」など、より具体的な手法については実施計画の中で検討し
ていく。

③その他（反映が困難であったもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・「フィーダー交通」は分かりにくいため、三次交通としてはどうか。
・本市の交通戦略においても「フィーダ交通」を使用しているため、統一した使用とし
たい。

2 ・公共交通は公共サービスで、行政がサービスを行う主体だと記載してほしい。

・公共交通については、日常生活に必要な社会サービスの一つであることは認識し
ているが、公共交通を市が主体となったインフラとして位置づけることは、本市の方
針と異なる。
・本市としては、交通事業者を支えつつ、市民の移動手段の確保に努めていく。
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第１部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策2　まちなかに関する政策

①具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・夜の福井のありようについて記載してほしい。
・個別事項のため、総合計画への記載は行わないが、夜間景観ガイドラインの見直
しのなかで、「駅から繁華街に向かうルートを光で意識させる」ことに関する記載を
検討する。

2 ・若者が福井駅周辺や中心市街地で遊べる施設が必要ではないか。
・にぎわいと活力あるまちづくりの取組として、具体的な手法については実施計画の
中で検討していく。

3
・福井駅周辺に新幹線待ちをする人が時間を潰せる場所が少ないと感じる。簡単な博物館
等ができればいいのではないか。

・個別事項のため、総合計画への記載は行わないが、歩きながら歴史や自然を身近
に感じられるよう取り組んでいく表現を施策に盛り込んでいきたい。

②その他（他の部会で検討するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・若者が地域に、福井の地に「定着」してもらう取組、キーワードが必要ではないか。
・第2部会の政策5「地域活性化に関する政策」における、施策②「ライフステージ応
じた人材還流を促進する」の中で検討。

2
・子供たちが大きくなったときに福井に定着するような文化の醸成に取り組むようなことを記
載できないか。

・第3部会の政策13「地域資源に関する政策」における、施策④「文化やスポーツ
の力で元気なまちをつくる」の中で検討。
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第１部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策３　生活インフラに関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 政策
（第２部会より）
・個々の事項について、安心と安全の違いを吟味して記載してほしい。

・政策の「市民が安全・安心に」を「市民が安全で安心して」に変更。

2⃣
政策
現状

・予防的に保全する方が、事後保全より半分の予算で済むといわれている。予防保全という
キーワードを盛り込んではどうか。

・政策の「適切な維持管理を行います」を「予防保全型の維持管理を目指します」
に変更。
・現状に「予防保全型の考え方に基づいた」の文言を追記

3⃣ 政策
・住んでいるところの下水や盛土などが安全・安心なのかということがまず大切だと思うた
め、その辺の情報提供をお願いしたい。

・政策の具体的取組に「生活インフラに関する情報発信を積極的に行います。」を追
記

4⃣
現状
（政策4）

・豪雪、雪の災害に頻繁に遭っているため、雪害について入れておくべきではないか。 ・政策4「防災・減災に関する政策」の現状に「大雪」を追記
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第１部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策４　防災・減災に関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 現状

・福井県は、地震、津波、大雪、原子力災害などといった多様な災害にきっちりとした対応が
求められる。
・豪雪、雪の災害に頻繁に遭っているため、雪害について入れておくべきではないか。（政策
3）

・現状に「大雪」を追記

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・防災訓練が訓練のための訓練になっており、現実に近いような形に変更するなど、在り方を
検討したほうがいいのではないか

・災害発生時に防災活動を的確かつ円滑に実施するため、具体的な訓練内容につ
いては、各地区の自主防災組織を中心に、住民や事業所、危機管理課と連携して、
地区の要望を取り入れた訓練の実施を図っていく。

③その他（他の部会で検討するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・ほとんどのマンション居住者は自治会に加入していないので、災害があったときの要救助者
等の情報が乏しく、実際にご自分では避難できない方がどれぐらいいるかというのがなかな
かはかりにくい

・第2部会の政策5「地域活性化に関する政策」における、施策④「地域の活性化や
地域コミュニティの維持に取り組む」の中で検討。
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